
中１・理科

子どもと学習の見通し
を共有している

振り返りで、学習の成果を振り
返るだけでなく、次時への学び
へつなげている

主眼の書き方
Ａ 学習内容（～について） Ｂ 学習活動（〇〇を通して）
Ｃ 育成を目指す資質・能力（△△できるようにする）
に沿っている

付けたい力、評価規準、
見取り、手立て、に整合
性がある。

別添③



小２・算数
主眼の書き方
Ａ 学習内容（～について） Ｂ 学習活動（〇〇を通して）
Ｃ 育成を目指す資質・能力（△△できるようにする）
に沿っている

付けたい力、評価
規準、学習活動に
整合性がある。

学習活動として，振り返り
を明確に位置付けている。

別添④



「努力を要す

る状況」の児

童生徒に対す

る手立ての工

夫 

＜予想されるつまずき＞ 

・心情を表す文を見つけることができず比べられない（A児） 

・きっかけがどこらへんにあるか、見つけられない（B児） 

＜つまずきに対する手立て＞ 

・事前に、心情や行動を表す言葉や文に線を入れておく。（A児） 

・他の場面の、心情を表す言葉や行動をおさえる。（A児） 

・団子を食べる前後で、線の色を変えておく。（B児） 

 

小５・国語
別添⑤

小２・国語

 

学習活動 

１．単元のゴールを確認した後、本時のめあてを確認する。 

 めあて 「しかけ絵本」の作り方を知ろう。 

 

２．ワークシートの書き方を知る。 

○１の場面について、全員でワークシートに位置づけることを通して「気

をつける」や「はじめに」･「つぎに」･「そして」などの言葉に着目し

てまとめると良いことを押さえる。 

  

３．残りの場面をワークシートにまとめる。（自己決定） 

○キーワードを教科書から探して、ワークシートの「じゅんじょ」「どう

する」「気をつけること」の欄に記入させる。 

 

４．全体で交流する。（自己存在感・共感的人間関係） 

○ワークシートをもとにしかけ絵本の作り方を、教科書の該当箇所を示

しながら発表させる。 

５．振り返りをする。 

   ふりかえり 「しかけ絵本」の作り方でわかったことや、作るこ

とができそうかなどを書く。 

予想される個別の児童
生徒のつまずきに対して、
具体的な手立てを講じて
いる学校の例。

授業略案に生徒
指導の３機能を
位置付けている
学校の例。


